
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２１年 ４月３０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：化学 
科研費の分科・細目：複合化学・合成化学 
キーワード： 合成化学、触媒化学、不斉合成 
 
１．研究計画の概要 
 新規設計による窒素系三座配位子を合成
し協奏的な機能をよりどころにして単金属
あるいは多金属連携による高触媒活性な分
子触媒の開発を目指す。大量合成にも耐えう
る実践的な炭素分子骨格構築法ならびに官
能基変換法の開発を目指す。  
 
２．研究の進捗状況 
 これまで、ビスオキサゾリン配位ロジウム
錯体を中心に、不斉還元アルドール反応では
エステル、エノンを基質に受容体としてアル
デヒドならびにケトンを用いた系に成功し
高ジアステレオ高エナンチオ選択的反応に
成功した。触媒の機能調整として置換基導入
効果を明らかにし、また、目的物質合成では
α、β、γ-位の３点立体制御に成功している。
また、置換基の導入した配位子原料を用いる
ことによりルテニウム錯体の合成に成功し、
新規ケトン不斉還元法へ展開することがで
きた。また、現在アルキニル化やシクロプロ
パン化にも成功し高エナンチオ選択性を達
成している。同時に、有機金属錯体科学的な
アプローチにより錯体が光学活性ビナフト
ールをエナンチオ選択的に配位させる機能
を発見し、また新規な酸化的付加反応を発見
し、触媒サイクルへと展開することに成功し
ている。 
 
 
３．現在までの達成度 
①おおむね順調に進展している。 
 基本ビスオキサゾリン配位子に加え置換
基導入配位子を用い錯体科学的観点、触媒科
学的観点、さらに不斉触媒への展開という三

点から、協奏機能という概念に沿いつつ、新
規で目的の錯体の創成に関する研究の目標
を達成しつつあると考えている。 
４．今後の研究の推進方策 
 さらに、埋め込む金属を鉄、コバルト、イ
リジウム、パラジウム、マンガンなどに拡張
し、今までにない協奏機能分子触媒を創成し、
環境に優しいものつくりとなるべく実用的
な触媒反応を見出すように進みたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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